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　１月２６日、さくらぴあ小ホール
で原地区に伝わる伝統芸能、「 眺 

ちょう

 楽  座 」による 説  教  源  氏  節 人形芝居
らく ざ せっ きょう げん じ ぶし

の公演が行われました。
　会場は当日券も完売となる大入
り。眺楽座名物でもある何枚にも
重ねた 襖  絵 を次々と左右に開いて

ふすま え

いく「 八  反  返 し」が披露されると、
はっ たん がえ

会場からは大きな拍手が湧きあが
りました。
　説教源氏節は明治時代から続き、
広島県無形民俗文化財に指定。独
特の語りや三味線の音に合わせて
「でこ」と呼ばれる人形を扱い、演
じます。現在眺楽座は原の廿日市
市民俗芸能伝承館を中心に活動を
続けています。
　代表の 藤  尾  昂 さんは「市外から

ふじ お たかし

も多くの人が見に来てくだいまし
た。期待に応じられるよう、これ
からも活動を続けていきたいです」
と話してくれました。

中学校女子はつかいち駅伝大会市内外の中学生が集合、健脚を競う
　第２６回中学校女子はつかいち駅
伝大会が２月２日に開催されまし
た。市役所をスタート・ゴールと
し、住吉堤防（昭北緑地）を往復
するコース。市内外から参加校２１
校が健脚を競いました。
　優勝は砂谷中学校。市内の学校
では大野東中学校が２位と健闘。沿
道には大勢の観客が集まり、選手に
声援を送りました。
　また、当日行われた市民ロード
レースには２９３人が参加しました。

写真は大野東中学校のたすきリレー。選手たち
は最後の力を振り絞り、仲間へとたすきをつな
ぎました。

大聖院節分会無病息災を祈り、鬼は外、福は内
　２月３日の節分に、宮島地域の
大聖院で節分祭開運豆まきが行わ
れました。
　厄除け祈願として、毎年恒例の
この行事。大聖院の境内には、福
豆を手にしようと約２千人が集ま
りました。宮島太鼓の勢いのある
演奏のなか「鬼は外、福は内」の
掛け声と共に、今年の福男・福女
の皆さんは、手を伸ばす人々に豆
の入った小袋や紅白もち、もみじ
まんじゅうを投げ入れました。

写真は福豆をまく福男・福女の皆さん。福豆に
はくじが付き、家電製品などの景品が用意され
ました。

説教源氏節人形芝居公演優美な人形芝居さくらぴあで公演
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２　

公
演
終
了
後
に
は
、
人

形
の
動
か
し
方
の
説
明
や
舞
台
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消防団多機能型車両が寄贈されましたまちの消防活動に、消防車両が贈られました
　２月１１日、除日本消防協会から
本市消防団に救助資機材を装備し
た消防団多機能型車両が寄贈され
ました。
　同協会は、平成１９年度から消防
車両や消火資機材などの寄贈を始
め、今年度は、６台の車両が全国
の消防団へ。本市へは、今回初め
てのこととなります。
　消防車両は廿日市分団に配置さ
れ、今後の消防団活動に役立てら
れます。

写真右から、（公財）広島県消防協会の丸山正隆
（まるやま・まさたか）会長、堀野副市長、廿日
市市消防団の伊藤博（いとう・ひろし）団長

宮内小学校で選挙出前講座将来の有権者が、実際の投票箱で投票体験
　宮内小学校で２月１２日、選挙出
前講座が行われました。今回参加
したのは６年生の児童２７人。児童
は実物の投票用紙や投票箱を使い、
投票を体験しました。また、投票
の前には、模擬選挙に立候補をし
た宮島水族館の「アルくん」など
ゆるキャラが登場。児童は笑顔を
見せながら投票をしていました。　
参加した 新  谷  来  実 さんは「将来投

しん たに くる み

票に行くのにいい経験になりまし
た」と話してくれました。

投票の体験の前には市選挙管理委員会による選
挙権や選挙の成り立ちの説明があり、児童は関
心に満ちた表情で話を聞いていました。
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プ
ラ
ン
ク
ト
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、

ま
た
は
往
復
は
が
き
に
参
加
人
数

と
参
加
者
全
員
の
氏
名
（
ふ
り
が
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０
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家
に
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わ
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内
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で
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し
ま
す
。

と　
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４
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３
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２１

※
展
示
場
所
に
よ
り
開
催
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な
り
ま
す

と
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場
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平
安
時
代
に
、
宮
島
の
繁
栄
の
基

礎
を
築
い
た
平
清
盛
公
を
し
の
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か
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詣
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し
ま
す
。

と　き　３月　日掌　時～　時２３１３１５
ところ　宮島桟橋から嚴島神社

経由、清盛神社まで（稚児は

嚴島神社まで）
※雨天の時は、嚴島神社内のみ

で実施

　

小
学
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、
初
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ら
中
・
上
級
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ま
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各
部
門
で
競
技
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入
賞
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。
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津
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０
０
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※
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別
途
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導
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０
０
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０
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０
０
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０
０
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３
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に
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え
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、
そ
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ぞ
れ
の
健
康
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に
合
わ

せ
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央
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備
蓄
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講
演
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陽
女
子
短
期
大
学
准
教

授　
 
中  
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江 
さ
ん　

広
島
県
栄

な
か 
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が
し 
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り 
え

養
士
会
事
業
部
長　
 
山  
崎  
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さ
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ま 
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え
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受
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無
料

申
込
み　

山
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短
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電

話
ま
た
は
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ス
で
。察荏
０

９
０
９
、鯖荏
０
９
８
１
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回
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く
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ン

１６
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集
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平
成　

年
４
月
１
日
現

２６

在
、
満　

歳
以
上　

歳
以
下
で
、

１８

２８

音
楽
を
専
攻
し
て
い
る
大
学
生
・

短
期
大
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生
お
よ
び
同
専
攻
を
卒

業
ま
た
は
修
了
し
た
人

申
込
期
間　

３
月
１
日松
～　

日松２２
予　

選　

録
音
審
査
に
よ
り
選
考

本　

選　

５
月　

日掌　
　

時　

分

２５

１３

３０

開
演

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
さ
く
ら
ぴ
あ
市
民
オ
ペ
ラ
第　

回
１６

コ
ン
サ
ー
ト

第
１
部　

オ
ペ
ラ
「
カ
ル
メ
ン
」
抜

粋
版
語
り
付
き
／
ビ
ゼ
ー

第
２
部　

交
響
曲
第
九
番
・
第
４
楽

章
「
歓
喜
の
歌
」　

ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン

と　

き　

３
月　

日掌　
時
開
演

２３

１４

と
こ
ろ　

さ
く
ら
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料
（
全
席
自
由
）

　

資
料
館
の
庭
園
を
ス
テ
ー
ジ
に
し

た
篠
笛
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日掌　
１
回
目　

３０

１３

時　

分
、
２
回
目　

時

３０

１５

と
こ
ろ　

宮
島
歴
史
民
俗
資
料
館

演
奏
者　
 
浜  
村  
敏  
彦 
さ
ん

は
ま 
む
ら 
と
し 
ひ
こ

入
館
料　

大
人
３
０
０
円
、
高
校
生

１
７
０
円
、
小
中
学
生
１
５
０
円

講　

師　
 
駒  
崎  
弘  
樹 
さ
ん

こ
ま 
ざ
き 
ひ
ろ 
き

と　

き　

３
月
８
日松　
時　

分

１３

３０

（　

時
開
場
）
～　

時

１３

１５

と
こ
ろ　

さ
く
ら
ぴ
あ
小
ホ
ー
ル

内　

容　

僕
ら
が
ほ
し
い
未
来
を
手

に
す
る
方
法
～
社
会
を
変
え
る
パ

パ
に
な
る
～

入
場
料　

無
料

申
込
み　

不
要

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ
り

講座・催し
宮島観光協会緯瑛２０１１ みやじま雛めぐり
■

さくらぴあ緯欝０１１１ さくらぴあイベント

■

宮島歴史民俗資料館緯瑛２０１９  篠  笛 のしらべ～弥生の玉手箱～

しの ぶえ
■

宮島水族館緯瑛２０１０ 宮島の海のプランクトンと

水族館の生き物たち

■

さいきアーチェリー大会実行委員会

緯演０４３７ 第　回さいきアーチェリー大会

31■地域政策課緯運９１３９ 山陽女子短期大学市民講座

■

人権・男女共同推進課緯運９１３６ 第　回おんなとおとこの市民

１８フォーラム　はつかいち
in
■

写真は昨年の宮島清盛祭りの様子

宮島観光協会緯瑛２０１１ 春を呼ぶ宮島清盛まつり

■

nformationIews ＆ N売り切れ次第終了ところ　新宮中央公園（けん玉公園）■３月２０日昭８時３０分～１０時３０分今月の廿日の市問　はつかいち観光協会緯雲５６５６


